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CAIsにある2種類のanorthiteが持つマグネシウム同位体比異常について

Mg isotopic anomalies of two types of anorthite in CAIs
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二次イオン質量分析計（SIMS）を用いてCAIsにある異なる起源のanorthiteのマグネシウム同位体比測定を行い、
消滅核種26Alの存在量を調べた。 その結果primary anorthiteからは結晶の縁や亀裂周辺ではマグネシウム同位体比
異常が小さくなるという傾向が見られた。 これはマグネシウムの同位体拡散によるものと考えられる。 また
secondary anorthiteにもマグネシウム同位体比異常が見られる事から、secondary anorthiteの形成はこれまで考え
られていたよりも早い時期、まだ26Alが存在した時点で既に行われていたということが示された。

本研究では２つのC A I s：C A I 1（A l l e n d e）とE 4 4 ( E f r e m o v k a )にあるa n o r t h i t eに注目し、東京大学にある二次イオ
ン質量分析計（SIMS）を用いてマグネシウム同位体比測定を行った。

C A I sには形成起源の異なる2種類のa n o r t h i t e：C A I s形成時に晶出したprimary anorthiteと後の変成作用によって
作られたsecondary anorthiteがある。 E 4 4にあるa n o r t h i t eはほぼ自形である事、C A I sに典型的なf a s s a i t eやm e l i l i t e
といった鉱物と共存している事からprimary anorthiteと考えられる。 一方C A I 1にあるa n o r t h i t eは他形である事、
必ずg r o s s u l a rと対になって存在している事から、C A I sのm e l i l i t eを分解して出来たsecondary anorthiteと考えられ
る。

E44のprimary anorthiteのマグネシウム同位体比測定の結果、同位体比異常から求まる26Al/27Al初生値は4.47E-5
から8 . 6 5 E - 6と大きくばらついており、しかもa n o r t h i t e結晶の縁や亀裂近傍で低い値を示すという傾向がある事が
示された。 また、C A I 1のsecondary anorthiteには初生値にして1 . 9 E - 5（上限値2 . 6 E - 5）程度の同位体比異常がある
事が示された。 過去のa n o r t h i t eのマグネシウム同位体比測定の結果からは、それぞれa n o r t h i t eのマグネシウム同
位体比異常から求まる2 6 A l / 2 7 A l初生値は、C A I sの2 6 A l / 2 7 A l初生値の2つのピーク：5 E - 5と０にほぼ対応している
事が分かっており、secondary anorthiteを形成した変成イベントは親核種2 6 A lが壊変して失われた後（C A I s形成か
らの時間差にして数百万年）にあったと考えられてきた。 またa n o r t h i t eの中には2 6 A l / 2 7 A l初生値が2つのピーク
の中間的な値を示すものがあり、この原因はC A I sが何らかの理由で加熱された際にprimary anorthiteのマグネシウ
ム同位体比異常の情報が部分的に消されたためだと解釈されてきた。

本研究の測定結果のうちE 4 4のa n o r t h i t eに見られたマグネシウム同位体比異常の分布は、マグネシウムの同位体
交換で同位体比異常の情報が失われたと解釈する事が妥当であり、中間的な2 6 A l / 2 7 A l初生値に対するこれまでの
解釈を支持するものである。 しかしC A I 1のsecondary anorthiteにもマグネシウム同位体比異常が見られた事から、
secondary anorthite形成イベントはこれまで考えられていたより早い時期（まだ2 6 A lが存在していた時期；C A I s形
成からの時間差が百万年程度またはそれ以下）にも存在していた事が明らかになった。 また中間的な2 6 A l / 2 7 A l初
生値の原因には、primary anorthiteの同位体擾乱だけではなく変成作用によるsecondary anorthite形成の時間差を
示しているものもある事がわかった。


